
学校番号 
１０６ 

 

平成 31 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ １年 

LANDMARK English 

Communication I 

The Wizard of Oz、The Piano 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・コミュニケーション英語Ⅰは、「話す」「書く」「聞く」「読む」の４技能を身につけるための授業で
す。教科書に書かれてある内容について、聞いたり読んだりしたことを基に話したり書いたりする
言語活動を取り入れていきますので、積極的に参加しましょう。 

・音読は外国語を学ぶ時に大事な活動の一つです。授業の中で練習の機会がありますので、手本を良
く聞いて、英語のリズムやイントネーションに気をつけて相手に伝える気持ちで音読してください。 

・語彙や文法の学習は、文のしくみを知って内容を理解する上では欠くことのできないものですが、
それがコミュニケーションの中でどのように使われているのかをしっかり確認しておきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

      主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目 

評価 
学習到達目標 

科目 

評価 
学習到達目標 

科目 

評価 
学習到達目標 

科目 

評価 

・簡単な英語で自分

の考えを表現する

ことができる。 

・絵、写真など視覚

的補助を利用しな

がら、簡単な語や表

現を使って身近な

ことについて簡単

に説明することが

できる。 

・日常的な挨拶がで

き。身の回りで起こ

ったことや経験し

たことなどについ

てやり取りをする

ことができる。 

コ ミ

ュⅠ 

プ レ

ゼ ン

テ ー

シ ョ

ン 

 

英 表

Ⅰ 

プ レ

ゼ ン

テ ー

シ ョ

ン 

・文法や語彙の基礎

力を活用すること

ができる。 

・自分のことや学

校、地域のことなど

の簡単な紹介文を

書くことができる。 

・簡単な語や基礎的

な表現を使いなが

ら 、 and 、 but 、

because などで文

と文をつないで、日

記や説明文などま

とまりのある文章

を書くことができ

る。 

コ ミ

ュⅠ 

定 期

考査 

小 テ

スト 

英 表

Ⅰ 

定 期

考査 

・リスニングの基礎

力を活用することが

できる。 

・決まった表現でゆ

っくりはっきり話さ

れた天候、時間、物

の値段など、日常的

に必要な事柄につい

て、内容を理解する

ことができる。 

・ゆっくりはっきり

話されれば、駅や空

港等の短いアナウン

スについて自分に必

要な情報を聞きとる

ことができる。 

コ ミ

ュⅠ 

リ ス

ニ ン

グ 小

テ ス

ト 

英 表

Ⅰ 

リ ス

ニ ン

グ 小

テ ス

ト 

・大きな抵抗感な

く、高校基礎レベ

ルの長文を読むこ

とができる。 

・５０語程度の英

文を後戻りするこ

となく、一定時間

内に黙読して要点

を理解した後、適

切なポーズを伴い

音読することがで

きる。 

・簡単な語や表現

を使って書かれた

短い物語や伝記な

どを理解すること

ができる。 

コ ミ

ュⅠ 

定 期

考査 

 

英 表

Ⅰ 

定 期

考査 

 

３ 学習評価（評価の観点と実施方法） 

観
点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 



実
施
方
法 

コミュニケーションに関

心をもち、積極的に言語活

動を行い、コミュニケーシ

ョンを図ろうとしている

かを的確に評価できる方

法で実施 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到

達目標を的確に評価できる

方法で実施 

CAN-DO リストによる「聞

くこと」と「読むこと」

の到達目標を的確に評価

できる方法で実施 

英語やその運用について

の知識を実に付けている

とともに、その背景にあ

る文化などを理解してい

るかどうかを的確に評価

できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

（配当時

間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

（５時間） 

 

日本人には

なじみのあ

る血液型占

いが他国で

はどのよう

に思われて

いるのかを

知り、国や地

域によって

考え方の違

いがあるこ

とを理解す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・血液型占いが他国で

は一般的でない子

を知る。  

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・自分や相手の血液

型を言ったり、聞

いたりして積極的

に話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の興味、関心事

についての考えを

書いて、聞き手に伝

わるように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・自分の興味、関心

事についての考え

を書いて、聞き手

に伝わるように話

すことができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・日本と他国の血液型

に対する考え方に

ついて、読んだこと

を理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・日本と他国の血液

型に対する考え方

について、読んだ

ことを理解でき

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 
・動名詞と不定詞の
使い方を理解する。 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・動名詞と不定詞の

使い方を理解して

いる。 

 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 2 

（５時間） 

日常的に食

べているカ

レーが、どこ

で、どのよう

に発祥し、ど

の経路を経

て日本に入

りその後世

界へ広がっ

ていったの

かを知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・カレーの発祥地やど

のようにして世界

に広まったのかに

ついて知っている

情報や考えている

ことを積極的に話

す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・カレーについて知

っている情報や考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・カレーについて学ん

だことをまとめて、

聞き手に伝わるよ

うに話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・カレーについて学

んだことをまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 



・日本ではよく食べら

れているカレーが

どのように世界中

に広まったかにつ

いて、読んだことを

理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・日本でよく食べら

れているカレーが

どのように世界中

に広まったかにつ

いて、読んだこと

を理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

 

・分詞の後置修飾、現

在完了形の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・分詞の後置修飾、

現在完了の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

単元 

（配当時

間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

（５時間） 

日 本 で は
馴 染 み の
制服だが、
海 外 に も
あるのか、
あ る と し
た ら ど の
よ う な 制
服なのか、
世 界 の 征
服 事 情 を
読 み 進 め
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・制服について考えて

いることを積極的

に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・制服について考え

ていることを積極

的に話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・制服についての自分

の考えを書いて、聞

き手に伝わるよう

に話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・制服についての自

分の考えを書い

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・海外の制服事情につ

いて、読んだことを

理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・海外の制服事情に

ついて、読んだこ

とを理解してい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・関係代名詞、S＋V＋

疑問詞節、S＋V＋O

＋疑問詞節使い方

を理解する。 
 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

関係代名詞、S＋V＋

疑問詞節、S＋V＋O

＋疑問詞節使い方

を理解している。 

 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 4 

（５時間） 

ゴリラのコ

ミュニケー

ション方法

を通して、非

言語コミュ

ニケーショ

ンについて

学ぶ。また、

生徒になじ

みの少ない

ゴリラが、生

徒に身近な

携帯電話と

深く関わっ

ていること

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ゴリラにいて知って

いる情報や考えて

いることを積極的

に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・ゴリラについて知

っている情報や考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ゴリラについて学ん

だことをまとめて、

聞き手に伝わるよ

うに話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・ゴリラについて学

んだことをまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 



も理解させ

る。 

・ゴリラについて、読

んだことを理解す

る。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・ゴリラについて、

読んだことを理解

している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・seem の用法を理解す

る。 

・現在完了進行形の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・seem の用法を理解

している。 

・現在完了進行形の

使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

単元 

（配当時

間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

（５時間） 

科学技術の

進歩の中で、

インターネ

ットを例に

とり、書き言

葉にどのよ

うな変化を

もたらして

いるのか知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

インターネットに

ついて知っている

情報や考えている

ことを積極的に話

す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・インターネットに

ついて知っている

情報や考えている

ことを積極的に話

している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・インターネットにつ

いての自分の考え

を書いて、聞き手に

伝わるように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・インターネットに

ついての自分の考

えを書いて、聞き

手に伝わるように

話すことができ

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・インターネットにつ

いて読んだことを

理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

インターネットにつ

いて読んだことを

理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・形式主語構文を理解

する。 

・知覚動詞の用法を理

解する。 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

形式主語構文を理解

している。 

・知覚動詞の用法を

理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 6 

（５時間） 

エコエネル

ギーの可能

性を広げる

試みの1つと

して、報道写

真家の山田

周生さんが

行った使用

済みの植物

油のみを用

いた世界一

周の旅につ

いて知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・環境問題について 

知っている情報や考

えていることを積

極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・環境問題について

知っている情報や

考えていることを

積極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・環境問題について自

分の考えを書いて、

聞き手に伝わるよ

うに話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・環境問題について

の自分の考えを書

いて、聞き手に伝

わるように話すこ

とができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 



・山田さんの行った活

動ついて、読んだこ

とを理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・山田さんの行った

活動について、読

んだことを理解し

ている。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・過去完了形の使い方

を理解する。 

・使役動詞の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・過去了形を理解し

ている。 

・使役動詞の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

単元 

（配当時

間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

（５時間） 

生徒本人が

屋久島のエ

コツアーに

参加してい

るとの想定

のもと、ツア

ーに向けた

オリエンテ

ーションの

様子を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・屋久島のエコツアー

について知ってい

る情報や考えてい

ることを積極的に

話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・屋久島のエコツア

ーついて知ってい

る情報や考えてい

ることを積極的に

話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・屋久島のエコツアー

について学んだこ

とをまとめて、聞き

手に伝わるように

話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・屋久島のエコツア

ーについてまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・屋久島のエコツアー

について、読んだこ

とを理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・屋久島のエコツア

ーについて読んだ

ことを理解してい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・関係代名詞と関係副

詞の使い方を理解

する。 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞と関係

副詞の使い方を理解

している。 

 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 8 

（５時間） 

日本を代表

する会議通

訳の長井鞠

子さんの取

り組みにつ

いて知り、自

分の英語学

習について

再考する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 通訳について知

っている情報や

考えていること

を積極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・ 通訳について知

っている情報や

考えていること

を積極的に話し

ている。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・通訳について学んだ

ことをまとめて、聞

き手に伝わるよう

に話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・通訳について学ん

だことをまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 



・通訳について、読ん

だことを理解して、

自分の英語学習に

どのように生かす

のか考える。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・通訳について、読

んだことを理解し

て、自分の英語学

習にどのように生

かすのか考えてい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 
・関係代名詞の what 
の使い方を理解する。 

・分詞構文を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞の what 

の使い方を理解して

いる。 

・分詞構文を理解し

ている。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

単元 

（配当時

間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

（５時間） 

今世紀半ば

に実現が期

待されてい

る宇宙エレ

ベーターに

ついて知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・宇宙エレベーターに

ついて知っている

情報や考えている

ことを積極的に話

す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・宇宙エレベーター

について知ってい

る情報や考えてい

ることを積極的に

話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・宇宙エレベーターに

ついて学んだこと

をまとめて、聞き手

に伝わるように話

す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・宇宙選れ米たーに

ついて学んだこと

をまとめて、聞き

手に伝わるように

話すことができ

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・宇宙エレベーターに

ついて読んだこと

を理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・宇宙エレベーター

について読んだこ

とを理解してい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・仮定法過去の用法を

理解する。 

・倍数表現の使い方を

理解する。 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・仮定法過去の用法

を理解している。 

・倍数表現の使い方

を理解している。 

 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 10 

（５時間） 

1980 年に起

こったエル

トゥールル

号の事件と、

1985 年に起

こったイラ

ン・イラク戦

争中の日本

人救出劇に

ついて知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・2 つの事件について

知っている情報や

考えていることを

積極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・2 つの事件につい

て知っている情報

や考えていること

を積極的に話して

いる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・2 つの事件について

学んだことをまと

めて、聞き手に伝わ

るように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・２つの事件につい

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 



・２つの事件につい

て、読んだことを理

解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・2ｔの事件につい

て、読んだことを

理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・関係代名詞の非限定

用法の使い方を理

解する。 

・仮定法過去完了の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞の非限

定用法の使い方を

理解している。 

・仮定法過去完了の

使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


